
長崎大学・教育学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７３０１

若手研究

2023～2019

自閉症スペクトラム障害児のこだわり行動に関するポジティブな行動支援プログラム開発

Study on positive behavior support program for restricted, repetitive pattern of
 behavior, interests, or activitys in children with Autism Spectrum Disorders

１０６１０２４８研究者番号：

高橋　甲介（takahashi, kosuke）

研究期間：

１９Ｋ１４２８８

年 月 日現在  ６   ６ ２５

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラム障害（ASD）を定義する特性として「行動および興味の限定され
た反復的な様式（RRBIs）」における支援ニーズがある。本研究ではASD児のRRBIsに対するポジティブな行動支
援の方法を明らかにすることを目的とした。国内外の先行研究のレビューから、ASD児のRRBIsに関する支援研究
の蓄積の少なさが明らかになった。先行研究の追試を行い、ASD児の自己刺激行動等の実態からASD児の好みの刺
激が推測でき、その刺激が課題従事の強化子として機能することを再現した。さらに、自己刺激行動等から推測
した刺激を強化子として用いると、課題従事中の自己刺激行動等が少なくなる可能性が新たに示された。

研究成果の概要（英文）：One of the defining characteristics of Autism Spectrum Disorder (ASD) is the
 need for support in repetitive and restricted behaviors and interests (RRBIs). This study aimed to 
elucidate positive behavioral support methods for addressing RRBIs in children with ASDs. A review 
of previous domestic and international studies revealed a lack of accumulated research on support 
methods for RRBIs in children with ASD. I conducted replications of previous studies have shown that
 it is possible to infer the preferred stimuli of children with ASDs from their self-stimulatory 
behaviors, and that these stimuli can function as reinforcers for task engagement. Furthermore, this
 study suggests that using stimuli predicted from self-stimulatory behaviors as reinforcers can 
potentially reduce self-stimulatory behaviors during task engagement.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 行動および興味の限定された反復的な様式　自閉症スペクトラム障害　応用行動分析学

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自閉症スペクトラム障害（ASD）の特性である「行動および興味の限定された反復的様式（RRBIs）」は、ASD児
者の生活場面での不適応を引き起こす要因のひとつとなる一方、就労や余暇の充実など生活場面での適応を促す
要因となる可能性もある。しかしRRBIsがどのような条件で生活場面での適応に活かされるかは明らかでない。
本研究成果により、ASD児のRRBIsのひとつである自己刺激行動や常同行動の実態から好みの刺激を推測すること
ができ、またその刺激は課題従事の強化子として機能するだけでなく課題従事中の自己刺激行動等を軽減できる
可能性が示された。これらの結果はASD児の学習の促進において大きな意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorder, 以下 ASD）の特性に、「行動および興
味の限定された反復的な様式（repetitive and restricted behaviors and interests, 以下 RRBIs）」
に支援が必要な状態がある。一般的には ASD児者の「こだわりの強さ」や「感覚における特異
性」と捉えられ、さまざまな生活場面で不適応状態を起こすリスク要因となる。一方で、ASD児
者の RRBIsは、ある領域における専門性の高さや余暇活動の充実等、日常生活における適応を
促すケースも存在する。しかし、RRBIs がどのような条件下では不適応状態のリスク要因とな
る可能性があり、どのような条件下では適応の促進要因になる可能性があるのかについて明ら
かではない。 

 ASD 児者の問題行動に対しては、応用行動分析学に基づく支援の効果が国内外の研究で示さ
れている。近年は問題行動のみではなく、望ましい行動（ポジティブな行動）に着目し、その行
動を正の強化を用いて促進すること（ポジティブな手続き）により、問題行動の軽減と本人の
QOL 向上を目指す「ポジティブ行動支援（Positive Behavior Support, 以下 PBS）」の研究が
多く行われている。具体的には、問題行動が生じる前の環境条件（先行事象）や後の環境変化（結
果事象）の情報を聞き取りや行動観察により整理し、問題行動の意図（機能）を推測する（機能
的アセスメント）。そしてその推測された機能の情報に基づき、対象児者の望ましい行動は起き
やすく、問題行動は起きにくい環境条件を支援者が調整する。PBS は対象児者にとって嫌悪的
な要素が少ない支援方法と考えられ、社会的にも受け入れられる可能性が高い支援方法である。 
 ASD の診断基準で RRBIs はその「行動型」（例えば、手をひらひらする行動を繰り返す等）
によって定義されている。しかし応用行動分析学の領域において RRBIs（特に自己刺激行動や
常同行動）はその「機能」（例えば、手をひらひらする行動を繰り返すことによって、光の見え
方がちらちら変化する視覚的環境が生じる等）によって定義される（Lanovaz & Sladeczek, 

2011）。つまり、応用行動分析学の領域においては、ASD児者の RRBIsは、行動それ自体によ
って産出される感覚刺激等の「自動強化」により増加し維持された行動と定義されている（Rapp 

& Vollmer, 2005）。自動強化により維持された行動については、機能に基づいて望ましい行動を
促す指導方法（PBS）に関する研究の蓄積は少ない。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、応用行動分析学の理論に基づき、ASD 児の RRBIsの実態を活かした、ポジティ
ブな行動支援の方法のモデルを示すことを目的とした。具体的には、RRBIs の行動型や機能の
情報を活かしてポジティブな行動を促進する方法や、課題とされる RRBIs（例えば、常同行動
や自己刺激行動）をポジティブな方法で軽減する方法について明らかにすることを目的とした。 
 

３．研究の方法 

（１）研究１ RRBIs に対する応用行動分析学に基づいた支援（以下、行動的介入）の研究の
レビューは国外においては存在する（Boyd et al., 2012；Wei et al., 2021）。しかしながら、国
内においては行動的介入の研究は報告されているものの、それらのレビューは存在しなかった。
そこで研究１では、我が国の ASD 児者の RRBIs に対する行動的介入のレビューを行ってその
研究動向を明らかにするとともに、RRBIs に関するポジティブな行動支援の具体的な方法の指
針となるような研究を明らかにすることを目的とした。具体的な方法は CiNii Research を用い、
Wei et al.（2021）を参考に、キーワード検索および追加の資料収集を行った。554件の論文を
レビュー対象論文とした。 

 

（２）研究２ ASD 児の多くに自己刺激行動や常同行動がみられる。これらの行動はさまざま
なスキルの学習や他の強化子レパートリーの拡大を妨害する可能性がある。しかし、青木・野呂
（2020）は、頻度の多い自己刺激行動と同様の感覚を産出すると推定される玩具は、ASD 児に
より好まれる傾向があることを示している。研究２では、重度の知的障害を伴う 3名の ASD児
童を参加児とし、青木・野呂（2020）の研究の追試を行った。具体的には、自己刺激行動のレパ
ートリーとそれぞれの頻度を尋ねる質問紙を保護者に回答してもらい、頻度の多い自己刺激行
動と同様の感覚を産出すると推定される玩具がより選択されるかを検討した。 

 

（３）研究３ 青木・野呂（2020）では、頻度の多い自己刺激行動と同様の感覚を産出すると推
定される玩具はより好まれる（選択される）だけでなく、ある行動に随伴して提示することによ
り、その頻度を増やす強化子として機能することが示されている。本研究ではこれらの結果を追
試するとともに、髙橋・池末（2020）や Brogan, Rapp, Sennott, Cook, & Swinkels（2018）の
研究を参考に、玩具により自己刺激行動と同様の感覚刺激が多く提示されることから、課題中の
自己刺激行動が動機づけ操作（AO）により軽減されるかについても検討した。具体的には、研
究２と同じ参加児 3 名を対象として、条件交替デザインを用い、以下の 4 つの条件下での課題
従事の増加と課題従事中の自己刺激行動の生起率を比較した。①好きなもの条件：保護者から聞



き取った好きなもの（お菓子など）を強化子として用いる条件。②活用玩具条件：頻度の多い自
己刺激行動と同様の感覚刺激を産出すると推定される玩具を強化子として用いる条件。③非活
用玩具条件：頻度の低い自己刺激行動と同様の感覚刺激を産出すると推定される玩具を強化子
として用いる条件。④強化なし条件（統制条件）：課題従事に対して何も刺激を提示しない条件。
課題はそれぞれの参加児が一人で実行可能な行動とし、それぞれの参加児の行動観察の結果、頻
度の多いものを特定して決定した。 

 

４．研究成果 

（１）研究１ 554件のレビュー対象論文から、事前に決定した選定基準等に基づき、最終的に
23 件の分析対象論文を選定した。分析対象論文を「参加者の特性」、「介入の場と実施者」、「介
入対象となった RRBIsの特徴」、「検討された介入手続き」の観点で集計した結果を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 分析対象論文のカテゴリ別集計 

 

これらの結果から特に、行動的介入の対象の多くは知的障害を伴う ASD 児者であること、自己

刺激行動や常同行動といった低次の RRBIsに対する介入研究が多いこと、日常生活の場で日常

的にかかわる人による介入研究が少なく、日常的な環境で使える介入方法の検討まで至ってい

ない現状が示された。 

 

（２）研究２ 質問紙調査の結果、3名の参加児で、頻度の高い自己刺激行動（得点の高い自己

刺激行動）から頻度の少ない自己刺激行動（得点の低い自己刺激行動）の実態が明らかになった。

それぞれの参加児で、得点の高い自己刺激行動と中程度の得点の自己刺激行動と低い得点の自

己刺激行動の 5つを決定し、それらの行動と同様の感覚を産出すると推定する玩具をそれぞれ 5

つ決定した。A 児は「飛び跳ねる（4 点）」から「ジャンピングボール（a）」、「ある言葉や意味

のない音を繰り返す（3点）」から「おしゃべりぬいぐるみ（e）」と「音の出る乗り物絵本（f）」、

「繰り返し手をひらひらさせたり叩いたりする（2 点）」から「風車（g）」、「ひも等をぐるぐる

回したり、かがんでじっと見たりする（1点）」から「くるころタワー（j）」を選定した。「ある

言葉や意味のない音を繰り返す（3点）」、「繰

り返し手をひらひらさせたり叩いたりする

（2点）」、「ひも等をぐるぐる回したり、かが

んでじっと見たりする（1点）」を選定した。

B児は「目の前に砂やほこりをふるって見て

いるように宙を見つめる（4点）」からタブレ

ット端末にインストールした「Kira Flow ア

プリ（i）」、「その他（砂やカードをパラパラ

する）（4点）」から「ページが多い本（m）」、

「鼻に指を入れる、指で鼻や耳をはじく（3

点）」から「ポップイット（c）」と「輪ゴムギ

ター（d）」、「物を一列に並べる（1点）」から

「棒通し（l）」を選定した。C児は、「飛び跳

ねる（4点）」から「バランスボール（b）」、

「目の前に砂やほこりをふるって見ている

A児 

図２ 自己刺激行動の得点と対応する玩具の選択回数 



ように宙を見つめる（3点）」から「リキッドスパイラル（h）」と「KiraFlow アプリ（i）」、「鼻

に指を入れる、指で鼻や耳をはじく（2点）」から「ポップイット（c）」、「物を一列に並べる（1

点）」から「棒通し（l）」を選定した。図２に A児それぞれの自己刺激行動の得点と対応する玩

具の選択回数の対応を示す。得点の低い自己刺激行動に対応した玩具よりも得点の高い自己刺

激行動に対応した玩具を選択する回数が多い傾向がみられた。またこれらの傾向は 3 名すべて

の参加児において同様にみられた。以上の結果から、先行研究と同様に、自己刺激行動の実態に

関する情報から、好みの玩具を推測できる可能性が示唆された。 

 

（３）研究３ ４つの条件における課題従事および自己刺激行動の生起率を比較した。A 児で

は、強化なし条件と比べて、好きなもの条件、活用玩具条件、非活用玩具条件での課題従事の頻

度が高く、好きなもの（お菓子）、活用玩具（おしゃべりぬいぐるみ）、非活用玩具（くるころタ

ワー）はいずれも強化子として機能していることが示された。しかし、課題従事の頻度は、好き

なもの条件、非活用玩具条件、活用玩具条件の順に高く、活用玩具の強化価は高くないことが示

唆された（図３の左参照）。自己刺激行動の生起率は、非活用玩具条件と強化なし条件で高く、

好きなもの条件と活用玩具条件で低かった。最も低いのは活用玩具条件であった（図３の右参

照）。B 児では、強化なし条件と比べて、好きなもの条件と活用玩具条件での課題従事の頻度が

高く、好きなもの（スプリング）と活用玩具（Kira Flow アプリ）が強化子として機能している

ことが示された。課題従事の頻度は活用玩具条件、好きなもの条件の順に高かった。しかし、全

図３ A児の課題従事と課題中の自己刺激行動の生起率 

図４ B児の課題従事と課題中の自己刺激行動の生起率 

図５ C児の課題従事と課題中の自己刺激行動の生起率 



ての条件において課題従事の水準は低く、明確な違いはみられなかった（図４の左参照）。自己

刺激行動の生起率は、好きなもの条件と非活用玩具条件で高く、活用玩具条件と強化なし条件で

低かった。最も低いのは強化なし条件であった（図４の右参照）。C 児では、強化なし条件と比

べて、好きなもの条件と非活用玩具条件での課題従事の頻度が高く、好きなもの（車窓動画）と

非活用玩具（棒通し）が強化子として機能していることが示された。課題従事の頻度は非活用玩

具条件、好きなもの条件の順に高かった。しかしながら、B児と同様に、全ての条件において課

題従事の水準は低く、明確な差はみられなかった（図５の左参照）。自己刺激行動の生起率は、

強化なし条件と比較すると、好きなもの条件、活用玩具条件、非活用玩具条件で低かった。最も

低いのは活用玩具条件であった（図５の右参照）。以上の結果から、自己刺激行動と同様の感覚

を産出する玩具は強化子として機能することと、課題中の自己刺激行動を軽減させる可能性が 3

名中 2名において観察された。 

 

（４）考察 以上の研究の結果をまとめると、ASD 児の RRBIs の実態に関する情報は、ASD

児の好みの刺激を推測する際の情報として用いることができる可能性が示唆された。また、

RRBIs の実態に関する情報から推測された好みの刺激は、課題従事を促進する強化子として利

用可能であることや、さらに課題の学習に干渉する可能性のある自己刺激行動や常同行動とい

った低次の RRBIsの生起率も低くできる可能性が示された。これらの結果は、RRBIsの行動特

性に関する実態把握の情報が、ポジティブな行動を促進する方法や、RRBIs に分類される行動

（例えば、常同行動や自己刺激行動）をポジティブな方法で軽減する方法において応用可能であ

ることを示唆するものである。しかしながら本研究で得られた結果は大きくなく、また参加児の

数や対象となった RRBIsの種類も少ないことから、さらなる検討が必要である。また本研究の

結果は臨床的に意味のある程度の効果として示されているとはいえず、日常場面で利用可能な

指導・支援方法に関する研究が不足している現状も踏まえ、社会的妥当性の高い支援方法の検討

することが今後必要であると考えられる。 
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